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運動 3）マ ッサージ 4）圧迫，などの指導を行なうが，
一度出現した浮腫は難治性で、ある．
今回我々は，乳癌術後5年自に出現し進行性の浮腫





















として描出され，分業を思わせる所見が存在し葉状腫 PgR(+), EiC（一）， LVI（一）， BVI（一） であった. 10 
蕩と考えられた．血液生化学検査，腫蕩マーカーには 月29日より TAM20 mg/ day投与， 11/10より温存乳
異常は認められなかった．若年でもあり正常乳腺は温 房に対する 50GyのRadiationを行った．
存する方針で腫癌摘出術を施行Lた．乳房下に 12cm TCは一般に予後が良好とされているが， 一方で肢
の皮膚切開を加え皮膜を損傷せずに腫癌摘出が可能で 窟リンパ節転移も4.0～20%と報告され，多発するこ
あった．術中迅速病理検査で悪性所見のないことを確 とも多い．本症例のように吸引細胞診でnegativeとさ
認し， E夜窟郭清は施行しなかった．術中出血量は 48 れることも多い．腫癌が小さいうちに mammography


























hypoechoic lesionあり．画像上は breast cancerの診




て， 10月15日， Bp(2.5cm) +Ax にて根治手術を行っ



























































































































































































































]COG (Japan Clinical Oncology Groyup）乳がんグ
ループ代表
